
                    

 

【発行所】 
普通科友の会 

 
【協力】 

第１１普通科連隊 
第１科広報班 

 
【印刷所】 

(株)フロンティア印刷 

連隊行事予定 

  

【１０月】 
 ・重迫中隊訓練検閲 
 ・戦闘射撃競技会 
 ・２中隊・施設小隊・ 
  偵察小隊訓練検閲 
【１１月】 
 ・秋季演習場定期整備 
【１２月】 
 ・総合戦闘射撃 
 ・年忘れ行事 

（第１面） 
 「北海道胆振東部地震災害派遣」 
  

（第２面） 
 「西日本豪雨災害派遣」 
   
（第３面） 
 「第３中隊・通信小隊 
  訓練検閲」 
 「第１中隊訓練検閲」 
 「重迫中隊訓練検閲」 
  
（第４面） 
 「豪州主催国際射撃競技会 
  練成訓練」 
 「第１６回全国都道府県対抗 
  日本拳法大会」 
 「銃剣道訓練隊各種大会 
  出場」 
 
（第５面） 
 「千歳市新規採用職員 
  北海道ガス株式会社 
  隊内生活体験」 
 「予備自衛官招集訓練」 
 「郷土の伝統芸能研修 
  奴道中」 
 
（第６面） 
 「千歳機甲太鼓演奏支援」 
 「定年退官者紹介」 
 
（第７面） 
 「人事だより 
  定期異動・定期表彰」 
 「連隊ホームページ紹介」 
 
（第８面） 
 「ＮＥＴ９９だより」 
 「普友会コーナー」 
 「担当者の独り言」 

 

第１０４号（平成３０年１０月） 東千歳１１普連広報誌「 お じ ろ わ し 」 （１） 

 ９月６日（木）０３０８、北海道胆

振中東部を震源とする道内初となる震

度７の地震が発生し、連隊は直ちに災

害派遣の準備を整えた。 

 地震発生１４分後には千歳市役所に

連絡幹部を派遣し、連絡態勢を確立し

た。また発生３０分後に各中隊はそれ

ぞれの担当区域の被害状況を情報収集

するため駐屯地を出発した。 

 じ後、大規模な崖崩れにより甚大な

被害が発生していた厚真町への派遣を

整斉と準備し、地震発生６時間後に連

隊長以下連隊主力が安否不明者の捜索

に前進した。 

 捜索現場においては、警察・消防と

共に昼夜を問わず懸命な捜索を実施し

て安否不明者全員を御家族のもとへお

返しすることができた。 

 連隊は他にも、千歳市における給食

支援、厚真町・むかわ町など各所にお

ける給水支援及び土砂崩れで水路が塞

がれた厚真ダムの倒木撤去作業などを

実施し、被災地への支援に全力を注い

だ。 

地震直前の９月５日（水）未明、台風２１号の強風により街路樹がなぎ倒されるなどの被害も出た。 
（写真は東千歳駐屯地内） 

連 隊 本 部 本 部 管 理 中 隊 

第 １普通科 中隊 第 ５普通科 中隊 

第 ２普通科 中隊 第 ６普通科 中隊 

重 迫 撃 砲 中 隊 第 ３普通科 中隊 

第 ４普通科 中隊 連 隊 炊 事 
第７後方支援連隊 
普通科直接支援中隊 



                    

 

（２） 

                    

 

東千歳１１普連広報誌「 お じ ろ わ し 」 第１０４号（平成３０年１０月） 

西 日 本 豪 雨 災 害 派 遣 
 台風７号が北九州に接近した７月３日（火）以

降、記録的豪雨が西日本を襲った。平成最悪の水

害へと発展した豪雨により壊滅的なダメージを受

けた被災地への支援を行うため、７月９日（月）

第１１普通科連隊第６普通科中隊は、中隊長 髙

正秀基３等陸佐以下４８名、車両１３両をもって

被災地へ駆けつけ、約半月の給水支援を行った。 

確立された即応態勢により迅速な派遣準備を行う隊員ら 

７月８日 連隊の見送り行事の後、師団長から壮行のお言葉を頂き、師団の隊員に見送られ駐屯地を出発 

連日の猛暑の中、被災された住民の方々の生活を支える為、給水支援活動を続ける隊員ら 

７月２５日、約半月の給水支援を終え、無事帰隊した６中隊隊員を連隊全員で出迎える 



                    

 
                    

 

東千歳１１普連広報誌「 お じ ろ わ し 」 

第 ３ 中 隊 訓 練 検 閲 通 信 小 隊 訓 練 検 閲 

第 １ 中 隊 訓 練 検 閲 

重 迫 中 隊 訓 練 検 閲 

 

十
月
一
日
（
月
）

重
迫
撃
砲
中
隊
（
中

隊
長 

山
﨑
一
尉
）

は
中
隊
訓
練
検
閲
を

受
閲
し
た
。 

 

検
閲
は
実
射
に
よ

る
砲
弾
射
撃
を
実
施

し
、
各
級
指
揮
官
の

指
揮
及
び
隊
員
の
基 

 

七
月
十
七
日
（
火
）
か
ら 

十
九
日
（
木
）

の
間
、
第
三
普
通
科
中
隊
（
中
隊
長 

三
田

一
尉
）
は
中
隊
訓
練
検
閲
を
受
閲
し
た
。 

 
独
立
的
に
行
動
す
る
増
強
装
甲
戦
闘
車
化 

 

七
月
十
七
日
（
火
）
か
ら 

十
九
日
（
木
）

の
間
、
本
部
管
理
中
隊
通
信
小
隊
（
小
隊
長 

渡
辺
二
尉
）
は
小
隊
訓
練
検
閲
を
受
閲
し
た
。 

 

戦
闘
団
の
作
戦
に
資
す
る
通
信
組
織
の
構 

中
隊
の
行
動
を

主
た
る
任
務
と

し
た
第
三
普
通

科
中
隊
は
、
猛

暑
の
中
、
終
始 

積
極
果
敢
な
乗
下
車
戦
闘
を
展
開
し
、
一
時
的

に
苦
戦
を
強
い
ら
れ
る
も
、
最
終
的
に
は
敵
を

撃
破
し
て
戦
闘
団
の
作
戦
行
動
を
容
易
に
す
る

な
ど
、
中
隊
の
任
務
を
完
遂
し
た
。 

 

成
・
維
持
・
運
営

要
領
を
課
目
と
し

て
受
閲
し
た
通
信

小
隊
は
、
第
一
線

中
隊
へ
の
敵
情
の 

伝
達
、
指
揮
官
の
指
揮
の
中
継
、
指
揮
所
移
転

に
伴
う
速
や
か
な
各
個
動
作
等
、
迅
速
か
つ
確

実
な
通
信
の
確
保
に
努
め
、
円
滑
な
部
隊
行
動

の
礎
を
築
く
な
ど
、
そ
の
任
務
を
完
遂
し
た
。 

 

八
月
二
十
四
日
（
金
）
か
ら

二
十
六
日
（
日
）
の
間
、
第
一

普
通
科
中
隊
（
中
隊
長 

小
林

一
尉
）
は
中
隊
訓
練
検
閲
を
受

閲
し
た
。 

 

独
立
的
に
行
動
す
る
装
甲
戦

闘
車
化
中
隊
の
行
動
を
主
た
る

任
務
と
し
た
第
一
中
隊
は
、
断

続
的
に
降
り
続
く
雨
の
中
、
勇 

猛
果
敢
な
戦
闘

行
動
に
よ
り
市

街
地
戦
闘
訓
練

場
に
占
拠
す
る

対
抗
部
隊
を
殲

滅
、
戦
闘
団
の

じ
後
の
作
戦
に

大
き
く
貢
献
す

る
な
ど
、
任
務

を
完
遂
し
た
。 

礎
動
作
や
三
者
連
携
要
領
等
の
練

度
を
確
認
し
た
。 

 

前
日
か
ら
接
近
し
て
い
た
台
風

の
影
響
で
射
撃
の
実
施
が
危
ぶ
ま

れ
て
い
た
も
の
の
、
影
響
は
少
な

く
、
ほ
ぼ
計
画
通
り
に
訓
練
検
閲

は
進
行
さ
れ
、
各
小
隊
の
各
隊
員

に
至
る
ま
で
、
陣
地
進
入
か
ら
陣

地
変
換
ま
で
整
斉
と
行
動
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
任
務
を
完
遂
し
た
。 

第１０４号（平成３０年１０月） （３） 



                    

 
                    

 

東千歳１１普連広報誌「 お じ ろ わ し 」 

第１６回全国都道府県
対抗日本拳法大会 

は、あと２つ残さ

れている。来年見

据える目標が出来

た。－全国制覇－ 

 頂点は手の届く

位置にある。 

 ７月２９日（日）１１連隊拳法訓練隊は、愛知県

名古屋市で開催された第１６回全国都道府県対抗日

本拳法大会に出場し、成年男子の部で第３位の好成

績を残した。 

 北海道代表として大会に臨んだ選手らは、予選を

激戦の末に通過し、その勢いのまま駒を進めた準決

勝では、大将戦まで縺れ込んだ接戦に惜敗し決勝進

出を逃すも、３位決定戦で勝利を収め第３位という

好成績で大会を終えた。しかし、彼らが目指す順位 

銃 剣 道 訓 練 隊 
各 種 大 会 出 場 
 ７月下旬から８月上旬にかけ１１連隊銃剣道訓練隊

は各種大会に出場し、優勝を含む上位成績を収めた。 

 ７月２２日（日）愛知県豊川市で開催された第２３

回わかしゃち国体記念事業青少年銃剣道大会の第２部

で１１連Ａチームが優勝の栄冠に輝き、翌週の８月２

日（木）日本武道館で開催された第４９回全日本青年

銃剣道大会では、第２部に参加した１９０個チーム中、

Ａチームが第５位に入賞するなど、大きな成果を上げ

た。８月６日（月）帰隊した銃剣道訓練隊の出迎え行 

事が行われ、出

迎えた隊員全員

の惜しみない拍

手が彼らを包み

込み、その功績

を讃えた。 

豪州主催国際射撃競技会練成訓練 
（ A A S A M 1 9 ） 

 連隊は、第４普通科中隊（中隊長 加藤１尉）を担任中隊として、７月上旬から９月下旬にかけ豪州主催国

際射撃競技会（ＡＡＳＡＭ１９）出場に向け練成訓練を実施した。 

 昨年度、今年度と連隊から２年連続で日本代表選手が選出され、世界第一位の成績を叩き出した隊員も出現

した同競技会選手への選出を目指し「次は自分が世界一に！」と、参加隊員は練成訓練に熱を込める。 

 金メダリストを指導部に加え、今年も日本代表者を輩出するべく、各選考会突破へと照準を合わせる。 

（４） 第１０４号（平成３０年１０月） 



（５）  

                    

 

                    

 

 ７月１９日（木）から２３日（月）までの間、第２普通科中

隊（中隊長 川瀬３佐（(当時)）が担任中隊となり、予備自衛

官招集訓練が実施された。 

 予備自衛官として必要な練度を維持・向上させる為、５日間

の日程で通信訓練・警備訓練・体力測定などの各種訓練が行わ

れ、第２普通科中隊隊員らの懇切丁寧な訓練指導により、招集

訓練参加者の練度向上が図られた。 

予 備 自 衛 官 招 集 訓 練 

東千歳１１普連広報誌「 お じ ろ わ し 」 第１０４号（平成３０年１０月） 

郷土の伝統芸能研修 
奴道中 

千
歳
市
新
規
採
用
職
員 

北
海
道
ガ
ス
株
式
会
社 

 
 
 
 

 

隊
内
生
活
体
験 

 

七
月
四
日
（
水
）
か
ら
六
日
（
金
）
ま
で
の
間
、
第
六
普
通

科
中
隊
（
中
隊
長 

髙
正
三
佐
）
は
、
千
歳
市
新
規
採
用
職
員

三
十
八
名
に
対
し
、
ま
た
、
七
月
二
十
五
日
（
水
）
か
ら
二
十

七
日
（
金
）
ま
で
の
間
に
は
第
四
普
通
科
中
隊
（
中
隊
長 

加

藤
一
尉
）
が
、
北
海
道
ガ
ス
株
式
会
社
社
員
十
六
名
に
対
し
、

隊
内
生
活
体
験
を
支
援
し
た
。 

 

生
活
体
験
は
、
基
本
教
練
・
救
急
法
・
格
闘
訓
練
な
ど
自
衛

隊
な
ら
で
は
の
各
種
訓
練
を
体
験
し
、
両
団
体
と
も
に
二
日
目

に
行
わ
れ
た
二
十
キ
ロ
行
進
で
は
、
互
い
に
励
ま
し
合
い
な
が

ら
歩
き
続
け
る
事
で
連
帯
感
や
団
結
心
を
養
う
な
ど
、
社
会
生

活
へ
と
繋
が
る
貴
重
な
経
験
を
体
験
し
た
。 

 

こ
の
生
活
体
験
を
通
し
、
職
員
間
、
社
員
間
の
結
束
が
深
ま

り
、
苦
難
を
乗
り
越
え
る
力
を
身
に
付
け
る
事
を
願
う
。 

７／４～７／６ 

千歳市新規採用職員 

７／２５～７／２７ 

北海道ガス株式会社 

 

 ９月１日（土）から３日（月）の間、千歳神

社秋季例大祭が行われ、最終日の３日には１１

連隊有志が集い、千歳市の伝統芸能【奴道中】

を研修した。 

 伝統衣装を身に纏い、神輿渡を行う順路にお

いて市内各所で道中振りを披露すると、沿道の 

観客からは温かい

拍手が沸きあがり、

古来から伝わる伝

統芸能に見入って

いた。 



                    

 
                    

 

（６） 東千歳１１普連広報誌「 お じ ろ わ し 」 第１０４号（平成３０年１０月） 

７月１４日 
市民夏まつりオープニング  

７月１６日 
スカイ・ビア＆ＹＯＳＡＫＯＩ祭 

８月６日 
ノーザンスピリッツ  

８月７日 
駐屯地盆踊り 

８月２６日 
キリン北海道ビアフェスティバル 

永年の勤務 
お疲れ様でした 

新天地でのご活躍を 
期待しています 

定 年 退 官 者     
紹  介     

３尉 小松 均 
（平成30年7月18日付） 

曹長 村元 孝志 
（平成30年8月7日付）  

曹長 佐藤 赴美哉 
（平成30年9月2日付）  

８月２５日 
千歳市九館合同児童館まつり 

准尉 佐藤 昭弘 
（平成30年7月8日付）  

１曹 松田 二三夫 
（平成30年9月17日付）  



（７）  

                    

 

東千歳１１普連広報誌「 お じ ろ わ し 」 第１０４号（平成３０年１０月） 

人

事

だ

よ

り 
 

定 期 異 動 
 

平 成 3 0 年 8 月 1 日 付 

【 

転 

出 
】 

 

▼
幹 

部 

 

（
２
普
中
）
３
佐 

川
瀬 
省
一 

 
 

 
 

 
 

 

北 

処
（
島 
松
）
へ 

 

（
５
普
中
）
３
佐 

安
達 

朋
幸 

 
 

 
 

 
 

富
士
学
校
（
富 

士
）
へ 

 

▼
准 

曹 

士 

 

（
本
管
中
）
２
曹 

大
谷 

新 

 
 
 

 
 
 
 

52
普
連
（
真
駒
内
）
へ 

 

（
１
普
中
）
２
曹 

駒
野 

良
太 

 
 

 
 

 
 

 

４
普
連
（
帯 

広
）
へ 

 

（
２
普
中
）
３
曹 

宮
原 

佑
太 

 
 

 
 

 
 

 

１
曹
教
（
東
千
歳
）
へ 

 

（ 

同 

）
３
曹 

盛
下 

卓
哉 

 
 

 
 

 
 

 

水
機
団
（
相 

浦
）
へ 

 

（ 

同 

）
１
士 

近
江 

秀
仁 

 
 

 
 

 
 

 

１
空
挺
（
習
志
野
）
へ 

 

（
３
普
中
）
２
曹 

田
村 

宜
貴 

 
 
 

 
 
 
 

10
普
連
（
滝 

川
）
へ 

 

（ 

同 

）
３
曹 

関
口 

優
理 

 
 

 
 

 
 

 

７
師
付
（
東
千
歳
）
へ 

 

（ 

同 

）
士
長 

日
當 

一
毅 

 
 

 
 

 
 

 

４
普
連
（
帯 

広
）
へ 

 

（
５
普
中
）
２
曹 

小
松 

達
也 

 
 

 
 

 
 

 

水
機
団
（
相 

浦
）
へ 

 

（
６
普
中
）
１
曹 

中
島 

尚
樹 

 
 

 
 

 
 

大
津
駐
業
（
大 

津
）
へ 

 

（ 

同 

）
２
曹 

高
田 

耕
司 

 
 
 

 
 
 
 

14
普
連
（
金 

沢
）
へ 

 

（
重
迫
中
）
曹
長 

竹
内 

敦 

 
 

 
 

 

東
千
歳
駐
業
（
東
千
歳
）
へ 

 

（ 

同 

）
２
曹 

山
内 

泰
輔 

 
 
 

 
 
 
 

39
普
連
（
弘 

前
）
へ 

 

（ 

同 

）
３
曹 

西
澤 

裕
太 

 
 
 

 
 
 
 

39
普
連
（
弘 

前
）
へ 

【 

転 

入 

】 

 

▼
幹 

部 

 

（
２
普
中
）
３
佐 

米
澤 

剛 

 
 

 
 

 

陸
幕
人
教
部
（
市
ヶ
谷
）
か
ら 

 

▼
准 

曹 

 
（
本
管
中
）
准
尉 

安
斉 

和
之 

 
 

 
 

 
 

 

陸 

幕
（
市
ヶ
谷
）
か
ら 

 

（
１
普
中
）
２
曹 

井
田 

勝
己 

 
 

 
 

 
 

 
１
曹
教
（
東
千
歳
）
か
ら 

 

（ 

同 

）
３
曹 
野
口 

勇
二 

 
 

 
 

 
 

 

４
普
連
（
帯 

広
）
か
ら 

 

（ 

同 

）
３
曹 

加
藤 
隼
也 

 
 
 

 
 
 
 

34
普
連
（
板 
妻
）
か
ら 

 

（ 

同 

）
３
曹 

原
田 

和
幸 

 
 
 

 
 
 
 

39
普
連
（
弘 

前
）
か
ら 

 

（
２
普
中
）
２
曹 

佐
藤 

伸
也 

 
 
 
 
 
 
 

２
曹
教
（
仙 

台
）
か
ら 

 

（ 

同 

）
３
曹 

菅
原 

健
太 

 
 
 

 
 
 
 

20
普
連
（
神 

町
）
か
ら 

 

（ 

同 

）
３
曹 

鈴
木 

奨 

 
 
 

 
 
 
 

21
普
連
（
秋 

田
）
か
ら 

 

（ 

同 

）
３
曹 

野
崎 

真 

 
 

 
 

 
 

 

訓
評
支
（
滝
ヶ
原
）
か
ら 

 

（
３
普
中
）
１
曹 

栁
瀬 

純 
 

 
 
 

 
 
 
 

10
普
連
（
滝 

川
）
か
ら 

 

（ 

同 

）
３
曹 

三
河 

直
樹 

 

 
 
 

 
 
 
 

22
普
連
（
多
賀
城
）
か
ら 

 

（
５
普
中
）
３
曹 

平
野 

偉
之 

 
 

 
 

 
 

 

１
曹
教
（
東
千
歳
）
か
ら 

 

（ 

同 

）
３
曹 

波 
 

裕
一 

 
 

 
 

 
 

 

３
普
連
（
名 

寄
）
か
ら 

 

（ 

同 

）
３
曹 

館
岡 

晴
輝 

 
 
 

 
 
 
 

39
普
連
（
弘 

前
）
か
ら 

 

（
６
普
中
）
１
曹 

中
林 

博
之 

 
 

 
 

 
 

幌
別
駐
業
（
幌 

別
）
か
ら 

 

（
６
普
中
）
２
曹 

加
賀
谷 

透 

 
 
 

 
 
 
 

22
普
連
（
多
賀
城
）
か
ら 

 
（ 

同 

）
３
曹 

今 
 

政
乃 

 
 

 
 
 
 
 

５
普
連
（
青 

森
）
か
ら 

 

（ 
同 

）
３
曹 

土
谷 

一
郎 

 
 
 

 
 
 
 

21
普
連
（
秋 

田
）
か
ら 

 

（
重
迫
中
）
１
曹 

新
堂 

慎
吾 

 
 

 
 
 
 
 

１
曹
教
（
東
千
歳
）
か
ら 

 

【
連
隊
内
補
職
替
】 

 

（
連 

本
）
１
尉 

小
笠
原
雄
一
郎 

 
 

 
 
 
 
 

５
普
中
（
中
隊
長
）
へ 

 

（ 

同 

）
１
尉 

山
﨑 

勝 

 
 

 
 
 
 
 

重
迫
中
（
中
隊
長
）
へ 

 

（
５
普
中
）
１
尉 

戸
澤 

剛 

 
 

 
 
 

連
本
（
運
用
訓
練
幹
部
）
へ 

 

（
重
迫
中
）
１
尉 

金
丸 

賢
一 

 
 

 
 
 
 
 

連
本
（
第
１
科
長
）
へ 

【
補
職
替
】 

 

（
連 

本
）
１
尉 

寺
﨑 

光
浩 

 
 

 
 
 

１
科
長→

教
育
隊
副
隊
長
へ 

 

（
５
普
中
）
１
尉 

柴
里 

拓
也 

 
 

 
 
 

小
隊
長→

運
用
訓
練
幹
部
へ 

    

   

                    

 

第１１普通科連隊ホームページ 検 索 

連

隊

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ 

▼
第
４
級
賞
詞 

【
職
務
遂
行
】 

 

２
普
中 

３
佐 

川
瀬 

省
一 

 

重
迫
中 

１
尉 

金
丸 

賢
一 

 

６
普
中 

２
尉 

谷 
 

健
司 

 

３
普
中 

２
尉 

石
川 

裕
太 

  

本
管
中 

曹
長 

柴
田 

賢
一 

 

 
 

同 
 

２
曹 

工
藤 

亨
介 

 
 

同 
 

２
曹 

牧
田 

英
司 

 
 

同 
 

２
曹 

篠
原 

誠 

 

２
普
中 

２
曹 

江
部 

良
彦 

 
 

同 
 

２
曹 

堀
本 

聖 
 

 

３
普
中 

曹
長 

六
鎗 

俊
昭 

 

４
普
中 

１
曹 

川
村 

岳
志 

 

５
普
中 

２
曹 

小
島 

慶
太 

 
 

同 
 

２
曹 

武
茂
伸
太
朗 

 

重
迫
中 

２
曹 

山
内 

泰
輔 

 
 

同 
 

３
曹 

西
澤 

裕
太 

▼
第
５
級
賞
詞 

【
職
務
遂
行
】 

 

連 

本 

１
尉 

山
﨑 

勝 

 
 

同 
 

２
尉 

上
野 

博
康 

  

本
管
中 

１
曹 

松
籐 

和
彦 

 
 

同 
 

２
曹 

田
中 

直
人 

 

 
 

同 
 

２
曹 

松
田 

尚
仁 

 
 

同 
 

３
曹 

廣
瀬
香
菜
子 

【
隊
員
自
主
募
集
】 

 

１
普
中 

士
長 

菅
間 

優
大 

 
 

同 
 

士
長 

遠
藤 

悠
樹 

 

２
普
中 

士
長 

松
田 

康
平 

 

４
普
中 

２
曹 

川
邉 

誠 

 
 

同 
 

１
士 

寺
岡 

大
輔 

 

５
普
中 

３
曹 

小
寺 

儀
寿 

 
 

同 
 

３
曹 

高
橋 

勇
人 

 

６
普
中 

士
長 

高
橋 

将
平 

 

重
迫
中 

曹
長 

岩
男 

飛
鳥 

定

期

表

彰 
 

平

成

30

年

７

月

31

日

付 

パソコン・スマホで 
１１連隊の事が分かる！ 

 
右の画面が目印！ 
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 へアクセス！ 

 

※逐次更新中！！ 

１１連隊マスコットキャラクター 
おじろくん 
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北
海
道
胆
振
東
部
地
震
の
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
・
地
区
の
皆
様
に
、
心
か
ら

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
災
害
派
遣
に
出
向
か
れ
た
隊
員
の
皆
様
、

そ
の
留
守
を
預
か
ら
れ
た
隊
員
・
ご
家
族
の
皆
様
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

 

莫
妄
想
（
ま
く
も
う
そ
う
） 

 
 

  

皆
さ
ん
は
、
何
か
大
き
な
失
敗
な
ど
を
起
こ
し
た
と
き
、
心
配
や
不
安
の
種

を
探
し
て
い
た
よ
う
な
こ
と
な
ど
の
覚
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

 

例
え
ば
、
「
あ
の
時
、
こ
う
し
な
け
れ
ば
こ
ん
な
こ
と
に
は
な
ら
な
か
っ
た

の
に
・
・
・
」
と
言
う
よ
う
な
、
す
で
に
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
く
よ
く
よ

考
え
て
し
ま
っ
た
り
「
皆
に
迷
惑
を
掛
け
て
し
ま
っ
て
、
毎
日
合
わ
す
顔
が
な

い
・
・
・
」
な
ど
、
こ
れ
か
ら
先
が
ま
だ
見
え
な
い
こ
と
を
思
い
悩
ん
だ
り
し

た
こ
と
な
ど
・
・
・ 

 

こ
れ
ら
の
悩
み
は
、
禅
の
言
葉
で
「
莫
妄
想
」
と
言
い
「
自
分
で
心
配
の
種

を
探
し
、
迷
路
に
迷
い
込
ん
で
し
ま
う
」
こ
と
で
、
「
心
の
辛
さ
か
ら
逃
れ
た

い
」
と
い
う
思
い
か
ら
く
る
「
妄
想
」
に
よ
る
仕
業
で
す
。 

 

現
実
に
起
き
て
い
な
い
こ
と
を
あ
れ
こ
れ
と
頭
の
中
に
組
み
立
て
て
、
そ
の

あ
り
も
し
な
い
こ
と
に
自
ら
と
ら
わ
れ
て
し
ま
う
。
放
っ
て
お
く
と
、
ど
ん
ど

ん
妄
想
が
膨
ら
ん
で
い
き
、
ス
ト
レ
ス
か
ら
心
身
と
も
に
蝕
ん
で
し
ま
い
ま
す
。 

 

そ
ん
な
時
は
、
「
莫
妄
想
！
」
の
言
葉
を
思
い
起
こ
し
て
下
さ
い
。 

 

心
配
の
連
鎖
に
迷
い
込
む
の
で
は
な
く
、
現
実
を
見
つ
め
「
今
何
を
す
べ
き

か
」
を
確
り
と
捉
え
る
こ
と
が
、
迷
路
に
迷
わ
な
い
一
番
の
方
法
で
す
。 

  
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

Ｎ
Ｅ
Ｔ
99 

相
談
員 

後
藤
幸
夫 

 ※

左
の
写
真
は
、
Ｎ
Ｅ
Ｔ
99
所
属
の
「
橋
本
氏
」
制
作
に
よ
る 

 

「 

刻
書
（
刻
字
）
」
と
言
わ
れ
て
い
る
物
で
す
。 

 

普
通
科
友
の
会
会
員
の
皆
様
、
毎
日
お
元
気
で
お
仕
事
に
、
あ
る
い
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
又
は

健
康
管
理
の
た
め
に
趣
味
の
会
等
で
交
流
さ
れ
、
一
日
一
日
を
有
意
義
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
ご
推

察
い
た
し
ま
す
。 

 

九
月
六
日
未
明
の
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
で
住
宅
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
甚
大
な
被
害
が
あ
っ
た
、

胆
振
管
内
の
厚
真
、
む
か
わ
、
早
来
、
安
平
町
、
札
幌
市
清
田
区
、
大
変
な
状
態
が
続
い
て
お
り
ま

す
が
会
員
の
皆
様
方
の
被
害
の
有
無
は
ど
う
で
し
た
か
。 

 

大
規
模
な
土
砂
崩
れ
に
巻
き
込
ま
れ
た
胆
振
管
内
厚
真
町
の
三
十
六
人
を
含
め
て
全
道
の
死
者
は

四
十
一
人
、
負
傷
者
は
六
八
一
人
に
上
り
ま
し
た
。
建
物
被
害
は
全
壊
と
半
壊
で
計
一
五
〇
〇
棟
越

に
達
し
、
札
幌
市
で
は
今
後
増
加
す
る
見
通
し
で
す
。
厚
真
町
な
ど
で
断
水
や
停
電
が
続
き
、
七
市

町
の
避
難
所
に
は
今
な
お
計
約
一
六
〇
〇
人
が
身
を
寄
せ
、
避
難
は
長
期
化
し
て
い
ま
す
。
残
念
な

が
ら
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

 

○
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
災
害
派
遣
の
活
動
状
況 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

（
第
十
一
普
通
科
連
隊
）
（
普
通
科
友
の
会 

役
員
会 

資
料
） 

（
一
）
安
否
不
明
者
捜
索 

 
 

ア
、
九
月
六
日
（
木
）
～
十
日
（
月
）
の
間
、
厚
真
町
に
お
い
て
六
個
中
隊
（
本
管
中
隊
、
一
、 

 
 

 
 

二
、
三
、
四
、
重
迫
中
隊
）
に
よ
り
実
施 

 
 

イ
、
生
存
者
発
見
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
多
数
の
安
否
不
明
者
を
ご
家
族
の
も
と
へ
お
返
し 

 
 

ウ
、
捜
索
間
は
昼
夜
問
わ
ず
活
動
、
休
憩
等
に
つ
い
て
も
車
中
で
実
施 

（
二
）
千
歳
市
避
難
所
支
援 

 
 

ア
、
九
月
六
日
（
木
）
～
十
日
（
月
）
の
間
、
市
内
等
に
お
い
て
二
個
中
隊
（
五
、
六
中
隊
） 

 
 

 
 

が
活
動 

 
 

イ
、
千
歳
市
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
市
内
の
各
避
難
所
に
お
い
て
、
給
水
支
援
・
給
食
作
成
、
支 

 
 
 
 

援
物
資
輸
送
を
実
施 

 
 

ウ
、
給
食
作
成
は
「
そ
な
え
ー
る
」
に
お
い
て
延
べ
約
一
五
〇
〇
食
を
作
成 

（
三
）
厚
真
ダ
ム
倒
木
等
除
去 

 
 

ア
、
九
月
十
日
（
月
）
～
十
二
日
（
水
）
の
間
、
厚
真
ダ
ム
に
お
い
て
二
個
中
隊
（
五
、
六
中 

 
 
 
 

隊
）
が
実
施 

 
 

イ
、
厚
真
ダ
ム
水
路
内
に
混
入
し
た
多
数
の
倒
木
を
伐
採
し
て
除
去 

 
 

ウ
、
前
進
経
路
が
寸
断
さ
れ
て
い
る
た
め
、
Ｃ
Ｈ
ヘ
リ
に
よ
り
移
動
し
て
活
動 

  

第
十
一
普
通
科
連
隊
の
皆
様
、
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
災
害
派
遣
、
大
変
な
状
況
の
中
、
昼
夜
不

眠
不
休
で
の
活
動
大
変
ご
苦
労
様
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

普
通
科
友
の
会
の
誇
り
で
す
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

平
成
三
十
年
九
月 

普
友
会
副
会
長 

堀 

次
義 

～
担
当
者
の
独
り
言
～ 

 
  

近
年
、
日
本
各
地
で
台
風
に
伴
う
豪

雨
や
北
海
道
初
の
震
度
７
の
地
震
な
ど

の
災
害
が
頻
繁
に
起
こ
り
、
異
常
気
象

が
日
常
気
象
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

 
―

日
本
を
守
る―

 
 

我
々
の
存
在
意
義
は
こ
の
一
言
に
あ

り
ま
す
。
連
隊
長
要
望
事
項
で
あ
る

「
精
強
無
比
」
の
精
神
で
、
災
害
か
ら

の
復
興
に
も
、
他
に
比
類
無
き
精
強
性

を
発
揮
し
て
臨
み
、
国
民
・
そ
し
て
市

民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
部
隊
で
あ
り
続
け

た
い
と
願
い
ま
す
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

担
当
者 

山
川 

莫
妄
想
（
ま
く
も
う
そ
う
） 


